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～人権について、考えてみましょう。～
【児童福祉週間・・・５月５日～１１日】

　子どもや家庭、子どもの健やかな成長などについてみんなで考えるこ
とを目的に、５月５日『こどもの日』から一週間は、厚生労働省より『児
童福祉週間』と定められています。
　子どもは『社会の宝』です。子どもの成長を社会全体で支え、喜び合
いましょう。

持留川に咲き誇る菜の花

　『大崎小唄』の一節に♪春
はネ　春は大崎　菜の花ざか
り♪の詩があります。伐採管
理が行き届いた河川敷には菜
の花が自生し、まるで黄色い
じゅうたんのようでした。

《　平成２３年度『児童福祉週間』の標語　》

おいでおいで　みんなで一緒に　遊ぼうよ

人権啓発シリーズ⑭

平成 23 年度　広報おおさき　4月号31
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